
                                   

                                   

                
 

                   

 
 

                                  

 

県
病
害
虫
防
除
所
発
表
よ
り

一
部
抜
粋 

● 

水 

稲 
 

 

穂
い
も
ち
病
と
紋
枯
病 

の
発
生
量
は
平
年
並
と
予 

想
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後 

も
気
温
が
高
い
よ
う
な
の
で
紋
枯
病
増
加
の
恐

れ
が
あ
り
、
す
で
に
い
も
ち
病
斑
の
見
え
る
圃

場
も
多
々
あ
る
。
出
穂
日
は
平
年
並(

左
記
参

照)

と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
適
正
な
肥
培
管

理
や
早
め
の
防
除
で
出
穂
に
備
え
る
。 

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
は
い
ず
れ
も
多
く
、
た

と
え
除
草
し
て
い
て
も
平
年
よ
り
多
数
存
在
し

て
い
る
た
め
要
注
意
。
今
後
は
２
～
３
回
の
薬

剤
防
除(

１
回
目
は
出
穂
10

日
後
頃
、
２
回

目
は
そ
の
10
～
14

日
後
頃)

を
実
施
す
る
。 

水
管
理
に
つ
い
て
は
、
出
穂
前
～
十
日
後
頃

ま
で
５
㎝
程
度
の
浅
水
管
理
と
し
、
そ
の
後
は

間
断
潅
水
が
基
本
だ
が
、
30

℃
以
上
の
高
温

時
は
白
未
熟
粒
等
の
品
質
低
下
を
防
ぐ
た
め

か
け
流
し
を
実
施
す
る
。
ま
た
フ
ェ
ー
ン
現
象

が
予
想
さ
れ
る
時
は
湛
水
状
態
を
保
ち
、
稲

体
の
水
分
消
耗
を
防
ぐ
。 

な
お
、
横
手
市
の
出
穂
予
想
は
８
月
５
日

頃(

５
月
25

日
移
植)

で
あ
る
。
早
い
所
で
は
走

り
穂
し
て
お
り
、
周
辺
圃
場
と
差
が
あ
る
場
合

は
害
虫
駆
除
を
早
期
に
実
施
す
る
こ
と
。 

 
 この春に、半世紀近く続いた減反政策

がいよいよ廃止になった。しかし、今後も

各地域の基準に沿って生産調整面積は

各農家に示されていく。その面積は需給

バランスや価格の安定を考えて導き出し

たボーダーラインのようなもので、それを

大幅に超えて作付けしコメ余りが起きれ

ば、当然ながら米価は低迷するだろう。 

戸別所得補償も加工用米の２万円(反

当り)のみ継続されているが、当社では加

工用米や備蓄米に振り分ける量は大幅

に縮小され、準じて主食用米が増加した

のは言うまでもない。だが減反廃止を機

に作付面積を増やした農家はおらず、多

くは成り行きを見守っている状態である。 

早くも出穂の時を迎え増収の予感がし

ているが、米価が落ちれば更に離農者

や耕作放棄地が増えることにもなりかね

ず、それには大規模水田化と作業者の

高齢化という２つの局面も関与してくるだ

ろう。米の安定生産と情勢の見極めには 

まだまだ時間が必要だ…。 

農業倶楽部 

よこて店 
Ｈ30.7.28 ｖｏｌ.44 
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◎
編
集
者
の
つ
ぶ
や
き･･･

 
 

６
、
７
月
と
数
え
る
ほ
ど
し
か
雨
が
降
ら

ず
、
い
つ
し
か
梅
雨
も
明
け
て
し
ま
い
ま
し

た
ネ
。
野
菜
や
果
樹
に
と
っ
て
多
す
ぎ
る
と

困
る
の
が
雨(

曇
天)

で
す
が
、
乾
燥
や
高
温
が

続
く
事
も
予
想
以
上
に
作
物
に
負
担
を
か

け
、
生
理
障
害
も
多
発
し
て
い
ま
す
。 

人
も
そ
う
で
す
ね
。
熱
中
症
予
防
に
は
こ

ま
め
な
水
分
摂
取
が
肝
心
で
す
ヨ
★ 
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平
年
と
同
様
に
晴
れ
の

日
が
多
い
で
し
ょ
う
。 

 

週
別
の
気
温
は
、
１
週

目
は
高
い
確
率
70

％
、

２
週
目
は
平
年
並
の
確

率
50

％
、
３
～
４
週
目

は
高
い
確
率
40
％
で
す
。 

 

な
お
９
月
は
降
水
量
が

多
い
と
予
想
と
さ
れ
、
今

年
も
稲
刈
り
時
の
長
雨

が
心
配
さ
れ
ま
す
。
病
害 

の
蔓
延
も
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
圃
場
巡
回
を
行

い
、
適
正
な
管
理
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

☀
東
北
地
方
の
１
ヶ
月
天
気
☀ 

 

● 

そ
さ
い 

 
 

ね
ぎ
の
黒
斑
病
と
葉
枯
病
、
き
ゅ
う
り
の
斑

点
細
菌
病
、
枝
豆
の
べ
と
病
な
ど
が
や
や
多
い

予
想
。
ま
た
降
雨
が
少
な
く
気
温
が
高
い
た
め

ハ
ダ
ニ
類
や
害
虫
は
全
般
に
多
く
な
っ
て
い
る
。 

い
ず
れ
の
作
物
も
生
理
障
害
の
発
生
が
散
見

さ
れ
病
害
虫
被
害
と
の
判
別
が
難
し
い
。
適
切

な
予
防
散
布
と
肥
培
管
理
に
重
点
を
置
く
。 

 

● 
果 
樹 

 
 

り
ん
ご
で
は
ダ
ニ
剤
散
布
が
遅
れ
、
ナ
ミ
ハ

ダ
ニ
が
激
増
し
特
散
を
実
施
し
た
園
地
も
多

い
。
近
接
散
布(

散
布
間
隔
が
近
い)

や
高
温
、

混
合
散
布
等
に
よ
っ
て
葉
の
黄
化
が
助
長
さ
れ

ハ
ダ
ニ
に
よ
る
樹
勢
の
低
下
以
上
に
薬
害
に
よ

る
落
葉
や
果
実
品
質
の
低
下
も
懸
念
さ
れ
て 

い
る
。
農
家
の
皆
さ
ん
に
は
今

一
度
、
ハ
ダ
ニ
の

生
態
や
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
草
刈
り
の
時
期
や

風
通
し
改
善
等
の
園
地
管
理
、
天
候
に
よ
る
計

画
散
布
時
期
の
是
非
等
を
見
直
し
、
過
度
の

農
薬
防
除
を
さ
け
る
よ
う
お
願
い
を
し
た
い
。 

 

な
お
県
の
発
生
予
察
で
は
、
り
ん
ご
の
黒
星

病
、
斑
点
細
菌
病
、
炭
ソ
病
に
加
え
、
な
し
の

黒
星
病
も
多
い
と
発
表
し
て
い
る
。
雨
が
少
な

い
の
で
ハ
ダ
ニ
類
は
今
後
も
各
樹
種
で
要
注
意

だ
が
、
高
温
が
続
く
場
合
は
病
害
や
果
樹
カ
メ

ム
シ
類
、
シ
ン
ク
イ
ム
シ
類
等
も
長
期
発
生
が

予
想
さ
れ
る
。
９
月
以
降
も
状
況
を
見
て
１
～

２
回
の
薬
剤
防
除
を
実
施
す
る
こ
と
。 

モ
モ
の
収
穫
時
期
は
や
や
早
く
、
あ
か
つ
き

で
８
月
５
日
頃
か
ら
の
予
想
。
穿
孔
細
菌
病
や

灰
星
病
に
注
意
し
て
収
穫
し
、
菌
に
触
れ
た
手

で
他
の
果
実
に
決
し
て
触
れ
な
い
こ
と
！ 

ま

た
収
穫
後
に
銅
剤
で
し
っ
か
り
防
除
し
よ
う
☆ 

営 業 時 間 

8:30～17:00 
定 休 日 

日曜祝日ほか 

・

 

休 

業 

・

  

午
前
の
み
営
業 
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答え：② 


